
り行国こに費の議五　（D　　すそ定
改蚤民と達実生会十生改一るの概平
定　生かし態活の八活定　　こ改要成
をい活うてと扶意年扶率生と定は元
行わの　いの助見十助に活との表任
つゆ向昭4均基具二基つ扶　し考1度
てる上和衡準璽月準い助たえのの
い水に五一上嫉にのにて基Q方と生
灸準対十とほお中つ準等お活　均応九のぽ一い央い　　　　にり傑

衡し年評妥般て社て
方て度価当国　会嫡
式改以をな民r福
に定降得水の現祉昭
よを’た準消在審憩

　　　　注
の購家主）
の入計と民
額すがし間
をる消て最
いた費消終
Qめ財費消
　にや主費
国支サ体支
民出1と出
経すビしと
済るスて嫉
計もをの

つで護
いあ基
てる準
説がの
明’改

　あ位行のの見予つ韓国定
（灸枝い一伸通算た　民に平
　　級’般びし編と水生つ成
　　地標国をに成こ準活い元
　　で準民基お時ろ均のて年
　　四三の礎けにで衡動も度
　　　人消とる発あ方向　の
　　二世費し民表為式を当生
　　％帯水て間さ　に勘該活
　　との準　最れ具よ案年扶
　　し改と前終た体りしく度助
　　た定の年消政的改　に基
　　も率調度費府に定従お準
　　のを整ま支経犠を来けの
　　で上をで出済　行同る改

（2）なつるの府基がいわの消質た消
級ついこ名経準織て桑伸費的民費な
地ててと目済改り畦　び者な間税餐
間いもかの見定込　こ率物消最の　算
格ゑ適ら伸通はま消のに価費終影本上
差
の
是
正
に

つ
い
て

切’ぴし’れ費消よのの消響年の
Fに消畢のこて税費つ影伸費に四概
反費に民のい導者て響び支つ月念
映税基間平資入物い等だ出い一で
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二上基平をこ行五区区二さ夫まのうの域審昭
　位づ成図と保％分分年れすし格見均に議和級
六枝ミ元つの障のとか度なべい差地衡お会六地
％級　年てな水等しくら以　きこはかをけの十間
と地さ度きい準差　各降こ旨くな隻可る意年格
しとらにてよにとこ級　れ　　だ　能一見十差
た下にっいう急すの地級をとまら級な般具二の
も位一いる段激べ級に地踏そ荏か地限世申月是
の枝・てと階なく地枝をまの　でをり帯にの正
で級六もこ的変　間級そ柔あ最あ細確のよ中に
あ地％ころに化し格地れ　り大る分保生q央つ
盗と是のでそをか差をま昭方格こ化す活　社い
　の正方あのきもを設で和が差としくる実r会て
こ差陵針喬是た　四けの六提はが　と態各福嬉
れを　に　正す現・六三十示拡望そいと地祉

一3一

厚

生

省

社

△
云
局

保
護

課

¢口⑧

（』》

’齢護’
制世率景
度帯は気
のの九の
適増・上
正喫五異
な　パ
運稼1社
営働ミ会
も年ル保
よ齢（障
う層六制
やの十度
くい三の
地る年充
に世＋実
つ帯二
いの月適
て減）正
来少と実
たと減施

の’与論と確のとの保適て実摯の
志そ柔必相認ごで確護正い施な福
気の　要違し意あ認を実ゑに取祉
に世加なすて見つを行施　つ組事
与帯えこるみのて適う嫉一いみ務
えのてと内る基　正必　 ’てを所
る自国で容と礎こに要真r　中（
影立民はの’との行がに財事心一
響助のあもまなような保政例に一
も長生るのこるうもい護対を運．七い
大の活ががと事なの者を策挙営九

奪鱒養轍購難華

　　厚
　　生
　　省
　　社
　　会
　　局
　　監
　　査
福導
　　課
山長

嘉

照

生
活
保
護
の
適
正
実
施
に

想
う

　　確4見を　の解に々　まよ会　加がな　いの体れ　のを・し倍に
　　認　なしい応決相な加れう福従がらけこも機的ぞ従抱見またにしし
　　す国いてず接の手経えると哉つ見式れのの関でれつえた共も増てか
　　醐漏鷲鵜郵蓉年畷鰐巽窪か郷謎指鰭難
　　要生で蓼し今をに深相ろま傘そ荏高らなえ事？え適題　導）て千が

　　　度鑛を断　そ　真様　望れ社究増なし　な国具そ　そ況　化二数
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表2　平成元年度生活扶助基準（月額）

　　　標準3人世帯（33歳男・29歳女・4歳子）

昭和63年度 平成元年度 対前年度伸率

1級地一1 130，944円（100．0〉 136，444円（100．0） 4．2％

1級地一2 129，635円（99．0） 132，891円（97．4） 2．5

2級地一1 119，159円（91．0） 124，163円（9LG） 4．2

2級地一2 117，850円（90．0） 120，611円（88．4〉 2．3

3級地一1 107，374円（82．0） 111，873円（82．0） 4．2

3級地一2 106，065円（81．0） 108，331円（79，4〉 2．1

（注）　（）は級地間格差である。

続盗の掴と較人勘所　（5〉のに
き　確制す　数案得少世改よ
こ平保髪る標世しく世人帯定つ
の亟に　一準帯　帯数人率て
借兀努世友三の家の世員は
置年め帯　人処計世帯別表各
盤て合鴛塁飲瑳耀
実おい別数を実力員いにとの
施いるに置上に性別てつお標
すてと適帯回配に消嫉いり準
るもこ正はる慮乏費　てと三
こ　ろなこ改すし溝一　な人
と引で水れ定るい造般　灸世
ときあ準を率た：少を低　　帯

に地　と級嫉O準しく六かてと一五〇要第たが量公一れ当て　（4）と九しく
は間なこ別　歳額　Oら曝こ年歳歳は一が低嫉衆類とのみ一高し遜
従格護ろにこ以と結歳六　ろ度以かな類つい　衛基比消る般齢た　一
来差　で適の上し果か九こでか上らく基てこ六生準較費農高者も二級
同是下あ正改のた麹ら歳のあらの六同準　と○審設し支　齢のの人地

部3馳餐離撃震穐器騎膿黎環鯉難購
同結て　図年つ共一同改六にて和多5す歳灸代養て荏下一態い　のは
額果は　つ齢い　の額定五おき六い　る代　の所い　の類をて　改四
と的級　た階て七基とし歳いた十六六必のし方要る第そ相み　　定・

住一宅

扶住
助宅て’に入あか在水つ窮定税ゑ案qの一算こ算しの和母の
基扶改消つ院灸ら宅準い　を導　し　特般をと額て意五子改
準助定費い患こ者のて入行入平改従別的含をでは見十’定
の　　し者て者　のの向は所つの成定来のなめ踏充i具八障に
つ

ち

家
賃

間
代

基
準

を算栄　た図勘果三ま所もこ動も上いれと現別祉て　（5〉し枝な
勘と養まもる案　加共要　ろ向の分てらさ行需審虞老加て級つ
案同費突の観しく処算　の消でをで以娃三れの要議　齢算い地て
し様等　で点　遇に入改費あ勘あ外　加た加と会昭・等至とい

た物も日
も価　用
のの在品
で｛申宅費
あび者
灸率の人
　等加工

改加上’者た影元をか需日たまた中申年害つ
定算等施にも響年行ら要常各柔さ略にの者・い
率とを設係の等度つ消に生種　れ1お中加て
をの総機るでもにて費対活加まておい央算
抑均合能こあ勘おき者応費算荏いおて社に
制衡的のれ灸案いた物すのに　るむr会つ
しをに充ら　してと価る向つこ一ね特福い

表3　最低生活保障水準（月額）の具体的事例
1　標準世帯【33歳男（傷病）、29歳女（就労）、4歳子1

同る
様力1
の

調次
整年
を度

累
量上（』》

と位

匡

1級地一1 1級地一2 2級地一1 2級地一2 3級地一1 3級地一2

世帯当たり最鱈生活費 172，664円 169，m円 159，733円 156，181円 141，013円 137，471円

生　活　扶　助

　　第　1　類

　　第　2　類

136，444

92，640

43，804

132，891

90，230

42，661

124，163

84，300

39，863

120，611

81，890

38，721

111，873

75，960

35，913

108，331

73，550

34，781

住　宅　扶　助

勤　労　控　助

13，000

23，220

13，000

23，220

13，000

22，570

13，000

22，570

8，000

21，140

8，000

21，140

（注）1　第2類は、冬季加算（W区額x5／12）を含む。以下同じ。

　2　勤労控除額は、就労収入額を1級地100，000円、2級地92，8GO円、3級地85，600円とした場合である。

　　以下同じ。
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表1平成元年度生活保護基準改定の概要
〔1級地一1）

第　44次
（63年4月1日）

第　45次
（元年4月1日） 備　　　　　　考

円 樽　　　　円
1　生活扶助基準

（1）居宅（1類＋2類）
標準3人世帯 130，944 136，444

o

（21期末一時扶助費（居　　宅） 11，930 12，300

伽算等】

妊産婦加算（妊娠6ヵ月以上） 11，940 12，180

老齢加算

70歳以上
（居　　　宅） 15，470 15，780

（入院・入所） 14，6GG 14，78（）

母子加算
（居　　　宅）　・ 20，110 20，510［甲

（入院・入所〉 19，000 19，230

障害者加算

障害等級1・2級
（居　　　宅） 23，210 23，670

（入院・入所） 21，900 22，160

重度障害者他人介護料 38，600 39，400

在宅患者加算 11，49G 11，720

人工栄養費 10，310 10，520

入院患者日用品費 20，020 20，420

入学準備金

小　学　校 32，700 33，900

中　学　校 37，900 39，300

2住宅扶助基準
（1〉家賃・間代等 9，000 13，000

（2）住宅維持費 92，000 96，000

3　教育扶助基準

小　学　校 1，750 1，830 ・学校給食費、通学交通費、教

中　学　校 3，460 3，570 材代等は実費支給

・学級費等にっいては一定額を

上積みして支給

4　出産扶助基準

居　　　宅 115，000 119，000

施　　　設 105，000＋入院料 113，000＋入院料

5　生業扶助基準

（1）生　業　費 30，000 40，000

②　技能修得費 30，000 40，000

（3）就職支度費 20，000 25，000

6　葬祭扶助基準 119，000 127，000

7　動　労　控　除

（1）基礎控除 限度額　27，890 限度額　28，750 。その他、通勤費、社会保険料

〔2｝特別控除 126，900 130，800 等について実費控除
㈹　新規就労控除 8，500 8，600

〔41未成年者控除 10，300 10，400
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てつ教るを校校　た中ての費　 ＿あ等補　での護特力1準・賄も影等
いい材ほ一ll納なも学　消に教二為を修まあ動撹別　が指えの響の
為て代瑛般五付菓の校小費係育　　　踏の共ゑ向帯基平適定なで等一
実等　基○金　で壁学者る扶教
費に学蓬○に従あ二校物経助育
支つ校に円つ来る●に価費基扶

また
えめ住
改の宅
定材維
を料持
行費費
つやに
た労つ
と賃い
このて
ろ動嬬
で向

等の準成用都いあを般
を家の元で市よれ総基
勘賃限年き別う　合準
案の度度るになさ的に
し実額にこ設場らにつ
設態をおと定合に勘い
定’各いとさは’案て
し消地てなれ各一しは
た費域もつた都般改消
と者の　て特道基善費
こ物被こい別府準し税
ろ価保のる基県でたの

　　　　さのてのに　（生世り嘆活　　　をい未め基　勘状の各
　生六れ交学はつな前活帯千保被五図’成と礎ま案翼性基出四
　活　　灸通校瑛い苑頁保を差世障保　　る被年㎏控共し　格準産
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護
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世
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り　用部定
で　さ改と
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な宍在老しに喬上いミ現を個置
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り入で保きき従基と保でににけ
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襖民年護　で漢分まで昭一1ミ
　生傘制こ恒　の柔は和律
社活　度の久平七　補六一昭
会の医創こ化亟とそ助十割鵜
保基摩設とす兀しれ金｝削六
障礎　晦にる年てぞ問年減十
、糖蓋屡罐雛黙擁
る分祉順塑と借会六よ高
生野と今　っこ置の＋鰹
活がい日①荏四ろと意三　補

駿君論盆凝雑謹◎
のさ国’保　三る十踏ま’の

灸措地行餐
　置方財

羅綿
　じ対営の
　ら策に借
　れを支置
　る通障に
　こじが併
　とて生せ
　と所じて
　な要な’
　つのい地

て財よ方　あ等位は国こと役
い源うのな灸の置一のと地割

諸づ般責’方は
点けの任②の相
をら補に生財対
踏れ助鑑活政的
まる率桑保状に
え必の　護況変
決要中そ制も化
定がでの度変セ
しあ最国に化
たる高庫っしま
もこ水負いて罠
のと準担てい
で’に率のる国

㊦
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2　夫婦子2人世帯【35議男（傷病｝30歳女（就労）・9歳子（小学生）・ 4歳子】
2　夫婦子2人世帯【35議男（傷病｝、30歳女（就労1、　歳f・監

1級地一1 1級地一2 2級地一1 2級地一2　　3級地一1 3級地一2

世帯当たり最低生活費 212，512円 208，042円 196．381円 191，911円　　174，480円 169．990円

生　活　扶　助

　第　ユ　類
　第　2　類

17L，962

124，220

47，742

167，492

120，990

46，502

156，481

113，040

43，441

152，011　　　エ41，010

109，810　　　101，860

42，201　　　　39，150

136，520

98，620

37，9GG

児童養育
加　　　算

2，500 2，500 2，500 2，500　　　　2，500
，

2，500

教　育　扶　助

住　宅　扶　助

勤　労　控　除

1，830

13，000

23220

1，830

13，000

23，220

1，830

13，000

22，570

｝も8鐙　　　1，830

13，000　　　　8，00G
22，570　　　　21，140

1，830

8，000

21，域0

3老入2人世帯172歳男、6磯女】

1級地一1 1級地一2 2級地一1 2級地一2　　3級地一1 3級地一2

世帯当たり最低生活費 130，336円 128，898円 120，941円 119，543円　　106、556円 105，！88円

生　活　扶　助

　第　1　類
　第　2　類

101，556

62，150

39，406

100，118

61，740

38，378

92，411

56，550

35，861

91，013　　　　83，276

56，180　　　50．960
34，833　　　　32，316

81，9Q8

50，620

31，288

老齢加算 15，780 15，780 15，530 15，530　　　　15，280 15，28Q

住　宅　扶　助 ！3000 13，00D 13，000 13，000　　　　8，GGG 8，000

4老人1入世帯170歳女】　・

1級地一1 1級地一2　　2級地一1－ 2級地一2 3級地一1 3級地一2

世帯当たり最低生活費 95，G65円 94，146円　　　88，849円 87，930円 77，633円 76，714円

生　活　扶　助

　第　1　類
　第　2　類

66，285

30，870

35，415

65，366　　　60，3L9
30，870　　　28，G90
34，496　　　32，229

59，400

28，090

31，310

54，353

25，310

29，043

53，434

25，3LO

28，124

老齢加算 15，780 15，780　　　15，530 15，530 15，280 15，280

住　宅　扶　助 13，0GO i3，0GO　　　l3，GOO ！3，QGQ 8，00Q 8，000

5 母子3人世帯【30歳女、9歳子（小学生）、4歳子】

1級地一1 1級地一2 2級地一1 2級地一2 3級地一1 3級地一2

世帯当たり最蛭生活費 172，853円 169，381円 160，513円 157，041円 L43．133円 139，66互円

生　活　扶　助

　第　1　類
　第　2　類

133，383

89，580

43，803

129，911

87，25G

42，661

121，383

81，520

39，863

117，9U

79，190

38，721

109，373

73，460

35，913

105，901

71，120

34，781

母子加算 22，140 22，140 21，800 21，800 21，430 21，430

児童養青
加　　　　算

2，500 2，500 2，500 2，5DO 2，500 2，5GO

教　育　扶　助

住宅　扶　助

1，830

13，000

1，830

13，000

1，830

13，000

1，830

13，000

1，830

8，000

1，830

8，000

6　重度障害者を含む2人世帯【65歳女、25歳男（重度障害者）1

！級地一1 1級地一2 2級地一1 2級地一2 3級地一1 3級地一2

世帯当たり最低生活費 162，946円 160，608円 153，091円 150，793円 138，286円 136，018円

生　活　扶　助

　第　1　類
　第　2　類

105，326

65，920

39，406

102，988

64，610

38，378

95，841

59，980

35，861

93，543

58，710

34，833

86，366

54，050

32，316

84，098

52，810

31，288

障害者加算
重度障害者
加　　　算
重度障害者
家族介漣料

23，670

11，700

9，250

23，670

11，700

9，250

23，300

11，700

9，250

23，300

11，700

9，250

22，970

11，700

9，250

22，970

11，700

9，250

住　宅　扶　助 13，000 13，000 13，000 13，000 8，000 8，000

3　老入2人世帯172歳男　67歳女】

4　老人1入世帯170歳女】

5　母子3人世帯【30歳女　9歳子（小学生）　4歳子】

6　重度障害者を含む2人世帯【65歳女　25歳男（重度障害者）1
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祉のかも護五四　しのる症可か簡　でと宿ろ当　て得つる意1カ1し
事イかの法号十なた事と患能ら素こあな泊宿た今きない等志ル　て断

撫奪羅窒灘織難鱈雛呈襲羅難1雛
認すの取特社月回あをに会こにる状　ス内を施施ろ特都かに患つ修よ
定る手り別会二の灸必よ復と対と況　も容実状要で別道うす者な△つ
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以状の’費まな々千四和医
上態約平は荏つそ人千六療
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董購羅蕪鯵鉾
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；）会7

■

レ

＝
■

♂

＝：

鞠

一
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　　務者給満帯図
　　費とがたの1
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　　全定るい入照
　　額kこ場充）
　　支　と合当
　　弁通かに額
　　す所ら嫉が
　　るに当　最
　　こ係然扶低
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　　と施被費活

しq嫉利
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　認㊧す餐し決支と者る務額費ま
　定第る　荏定払もと場費をと莚
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　とよてを　と額本こ保で設合生
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表O度葬改九及げ六支生八
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70を扶　遺（2）こ七限費生
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　こか運額アぞ五の基
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　に
　つ
　い
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　　っれ　各し万搬つで料が
　　たた今陸裡五料て実に基
　　もこ回運　○のい費つ準
　　のとこ局　○実たがい額

別表1　出産扶助費限度額算定表（施設分べんの場合｝（8日問入院）

基準額（平成元年度）

甲表病院　　乙表診療所

（特2類看護）　（基準なし）

基　準　　額　　分 113．OOG円（特別基準138，0GO円）

入
　
　
院
　
　
料
　
　
分

入院時医学管理料 430点 199点

室　　　　　料
124 124

基準寝具加算
15

一

病衣貸与加算
5

一

看　　護　　料 朧料）255 儲皆の〉91

基準看護加算
165

一

新生児介補料
293 50

給　　食　　料
136 136

基準給食加算
46

『

小　　　計（A〉 1，469
600

8日分入院料 117，520円 48，000円

衛．生　材料　費 3，900円 3，900円

合計
一　般　基　準 234，420円 164，900円

特　別　基　準 259，420円 189，900円

判円家学神め病観一効十　譲　すの外　　　　でこ全な医等始扶この
定滑庭的病ら患察時果六外に（1）る改泊医の二あと体比療に原助く約
すに等機以賭す外を頒白つ外こ正に療改　喬かの率扶端因費七
る行に能外　一る泊判度にい泊とをか扶正医　う運を助的ので生書1

医が日練患十の目’た病移
学で常を者三要的そめ入送
的き生行に年件とのに院費
にる活つつ度のし病当患虞
必か動たいにもて状該者
要否作結て1ミとr経患の昭
なか等果　　で精過者治和
場をを’医精認神をを療四

ううお回の昭がこさ定にかてにと行か助
えこけ復入和一とせす精か　かしいる運
でとる訓院五定をてる神る　か荏’移営

る
移
送
費
の

権
限
委

四送要
月費領
一のに
日権つ
か限い
ら委て
適譲は
用等’

療
扶
助
運
営
要
領
等

　営占はに約あ活が
適に磯生表七る保医
正大　活わ割こ護療
運きそ保れがと費扶
営なの護て傷及の助
は影あにい病び約受
重響りおるで保六給
要を方いよあ護割者
藻論美誕離募（》．
題る度き　と開療る

額す　　　　　　　に合て　別表2　基準看護の種類別看護関係加算点数（8日間入院）

のる救取十なに1ミ
決者護扱　つ1ミ
定に施い救て生

　に係設
　つるが
　い保行
　て護う
　実施通
　施設所
　要事事
　領務業
　上費を
　明支利
　示出用

護い基活
施る本保
設の額護

灘1
業れれが
のたるあ
　いこる
　　と場

基準看護の種類

承認要件
看護桑計

基準看護関係加算点数
　　　（1日当り）

患者：看護
婦等

基準看
護加算

新生児介
補料加算

計

基本看護料

を算定する

看　　　護

　（255点）

特　3類 2　：1 235点 361点 596点

特2類 2，5：1
165 293 458

特　1類 3　＝1
95 223 318

基本看護料

のみ算定 4＝1 一
136 136

その他の看護料
を算定する看護
　（119点）

1　　類 4：1
129 129 258

　るう知は診等　の　し務病院こにれ遇ら務と係たあかえ道る者　合

機て除に道場不入　検　扱福も外を都が1と逼議等を認有議喚定咳い
関いさ支府合当検　査　い祉精の図市望ス考祉のの聞定　の　で　灸
にるせ払県にな査　後　と事神入る）ま処え事も関いにしう都き前
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図1

①基準〔［亟i亟工亟亟］
面基考設
も本え事本
配と方務通
慮し候費所
すつ　支事

喬伴進作救被所　くし
　いを業護会し平解た
　改図訓施適た成説こ
　正る練設応煮元Vく
　す事等に能　無

・ll二二工コ、
みなし一収入充当額一
保護

③1

　　　　　るつ被出業
　　　　　こ’保額利
一施設事務費一　と施護の用
支出額　と設者決者

　　　　しのの定に
　　　　　　　　　た安自に係　　　　　本人支払額：：　も定立つる

収入充議囁ゴ窒鯉謙
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る業を通力救度
こが行所に護よ
と実いさ欠施り
と施’せけ設救
しさそてる周護
たれの生者辺施
もる自活を在設
のこ立指対住か
でとの導象者ら
あに促’にで退

⑭
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の
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表3　入院・入院外別医療扶助人員の年次推移

入　　　　　　　院 入　　　院　　　外

計 精　神 結　核 その他 計 精　神 結核 その他

実
　
　
　
　
　
　
数

40年度
45

50

55

56　〃

57　〃
58

59

60

61

62

63年11月

　　　人

148，921

191，103

工96，932

197，418

197，148

196，451

196，580

196，181

191，439

171，114

156，211

145，794

　　　人

64，517

95，459

111，961

116，595

115，829

n5，609

115，620

113，959

109，278

94，861

84，179

77，621

　　人
16，876

9，900

6，532

4，058

3，681

　　　　　人

　　67，528

　　85，744

　　78，439

　　76，766

　　77，638

80，842

80，960

82，222

82，161

76，253

72，033

68，173

　　　入

467，365

510，680

588，153

658，827

672，871

688，599

700，522

715，607

718，142

697，142

676，242

638，528

　　人
7，265

12，168

19，275

29，285

31，818

34，939

37，463

39，796

43，332

44，707

47，115

48，713

　　人
31，656

23，500

18，792

12，891

11，415

　　653

　　663

　　675

　　674

　　652

　　629

　　589，815

　　　人

428，444

475，012

550，086

616，650

629，638
660

059

810

809

435

127

指
　
　
　
　
　
数

40年度
45

50

55

56

57

58

59

6G

61

62

63年11月

100．0

128．3

132．2

132．6

132．4

131．9

132．0

131．7

128．6

114．9

104．9

97．9

100．0

148．0

173．5

180．7

179．5

179．2

179．2

176．6

169．4

147．0

130．5

120．3

100．0

58．7

38．7

24．0

21．8

　　95．8

　　95．9

　　97、4

　　97．3

　　90．3

　　85．3

　　80．8

100．0

127．0

116．2

113．7

115．〇

100．0

109．3

125．8

141．O

I44．0

147．3

149．9

153．1

153．7

149．2

144．7

136．6

100．0

167．5

265．3

403．1

438．0

480．9

515．7

547．8

596．窪

615．4

648．5

670．5

100．0

74．2

59．4

40．7

36．1

　　100．0

　　110．9

　　128．4

　　143．9

　　147，0

142．1

144．1

146．9

146．7

141．8

136．7

128．2

構
　
　
成
　
　
比
　
（
％
）

40年度
45　〃
50

55

56

57

58　〃
59

60

61

62　〃

63年11月

100．O

lOO．0

100．0

100．0

100．0

100．0

100．0

100．0

100．O

IOO．0

100．0

100．0

43．3

50．0

56．9

59．1

58．8

58．8

58．8

58．1

57．1

55．4

53．9

53．2

11．3

5．2

3．3

2．0

1．8

　41。2

　41．2

　41．9

　42．9

　44．6
　〆

　46．1

　46．8

45．3

44．9

39．8

38．9

39．4

100．0

100．0

100．0

100．0

100．O

lOO．0

100．0

100．0

100．0

100．0

100．0

100．0

1．6

2．4

3．3

4．4

4．7

5．1

5．3

5．6

6．0

6．4

7．0

7．6

6．8

4．6

3．2

2．0

1．7

　　91．7

　　93．0

　　93．5

　　93．6

　　93．6

94．9

94．7

94．4

94．0

93．6

93．0

92．4

資料：厚生省報告例
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実 数 指 数 医　療

被保護 医　療 扶　助 人　員 被保護 医　療 扶　助 人　員 扶助率

実人員A 総数B 入院C 入院外D 実人員Aノ 総数B〆 入院Cグ 入院外D■ B／A
人 人 人 人 ％ ％ ％ ％ ％

50　年　度
51

52　　〃

L349，230
1，358，316

L393，128

785，084
793，458
818，654

195，932
195，876
199，390

588，153
597，582
619，264

100．0

100．7

103．3

100．0

101．1

104．3

100．0

99．5
101．2

100．0
101．6

105．3

58．2
58．4
58．8

53　　〃 L428，261 846，814 200，949 645，865 IO5．9 107．9 102．O 109．8 59．3

54　　〃 1，430，488 854，509 199，270 655，240 106．0 108．8 101．2 111．4 59．7

55　　ウ 1，426，984 856，245 197，418 658，827 105．8 109．1 100．2 112．O 60．0

56　　〃 1，439，226 870，019 197，148 672，871 106．7 110．8 100．1 114．4 60．5

57　　〃 L457、383 885，051 196，451 688，599 108．0 112．7 99．8 117．1 60．7

58　　〃 1，468，245 897，102 196，580 700，522 108．8 114．3 99．8 119．1 61．1

59　　〃 1，469，457 911，788 196，181 7ユ5，607 108．9 116．1 99．6 121．7 62．0

60　　〃 1，431，117 909，581 191ひ439 718，142 106．1 115．9 97．2 122．1 63．6
61

L348，163 ・868，256 171，114 697，142 99．9 110．6 86．9 118．5 64．4

62　　ウ L266、126 832，453 156，211 676，242 93．8 106．0 79．3 115．0 65．7

63年11月 1　166280
784322 145794 638528

86．4 99．9 74．0 108．6 67．2

表1 被保護人員・

資料：厚生省報告例

医療扶助人員の年次推移

実 数 指 数
B／A

被保護世帯A 医療扶助世帯B 被保護世帯A〆 医療扶助世帯B・
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51

707．514世帯
709，613

573、513世帯
576，329

100．0世帯
100．3

100．0世帯
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81．2
52 723，587 590，809 102．3 103．0 8工．7

53 739，244 607，510 104．5 105．9 82．2
54 744，841 612，682 105．3 106．8 82．3
55 746，997 615，147 105．6 107．3 82．3
56 756，726 624，703 107．0 108．9 82．6

57　　〃 770，388 638，413 108．9
11L3 82．9
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59　　〃 789，602 658，903 1U．6 114．9 83．4

60　　〃 780，507 652，262 110．3 113．7 83．6

61　　〃 746，355 625，760 105．5 工09．1 83．8

52　　〃 713，825 603，8魂8 1GG．9 105．3 84．6

63　年　11　月 677244 577，094 95．7 100．6 85．2

表2　被保護世帯・医癬扶助世帯の年次推移

資料：厚生省報告例
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会共別潟艇働る童る要農子世
な　　し　　能力≧扶力≧に　世帯
ど居た入育力　　養　　応子帯に
に住夫所児の　　手　　じ供に対
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具　 年　 1　及　　て営
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携　 わ
は精れ
適神て
切病い
に寛る
行解劾
わ者
れ　’

て高
い齢
る者
恥等
　ケ
　臨
　お

　鍛

　塁

　～

　て

　保
　健
　婦
　等
　と
　の
　連

（1）9

患
者
の
病
状
等
に
応
じ

精
神
保
健
法
等
他
法
他
施
策
の
活
用
は

適
切
に
行

他
法
他
施
策
の
活
用
及
び
関
係
機
関
と

の
連
携
の
状
況

　　8　　（5）　（2）
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も付状　て1がの
趨況客幟薯
つ否　　 か等さ及
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て処　　　 医てケ

醗　 期支
協針　　　識角処
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るて　　　 て　 嘱
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暮
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念
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　　　（1）2
内　行
容まわ訪ケ
にたれ問1
応’て調ス
じ処い査審
た遇る等査
妥経級の及

糊難決記　は買
裁録　 速

区嫉　や指
分　　 か導
とそ　 に等
さの　報の
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て度　 さ溌
い決　 れ
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会餐
の

進施
展設
等の
社機
会能
情も
勢急
の激
変な
化高
に齢

化　い円徴る費置さ入施昭年老社身
社まると収とと費ら所設和々人会障近

怨し寛灘薯一豫響薯愚
警需歪繍総友蕪、誘夢艇多運寒

処設魚営て一確適正　つ使すどのみい
遇等　事措部保正な　て命る施拠なる
をの　例置のがか入　きとな設点ら入

　　　　　　　　　　　　　　　　　　三社月指び設
　　　　　　　　　　　　　　　　　　号会三導特の平
い分約地）膜者は六整ホ経害年　　　厚局十監別運成
うも一方に　定ぞ±嘆1済者に　葛騨生長一査障営元

に査　応査応たれ営
実嫉③じをじ施る上②
施　法て年た設施不前
し法人実一重に設適回
指人経施回点対又正の
導監営すに的しはな監
監査施るとかて過問査
査と設こどつ嫉去題結
の施にくま継　にが果
実設対
効監す
に査る
配を指
意同導
す時監

ら続そ不あ等
ず的の祥るか
’な問事とら
必指題が認み
要導点あめて
に監につら運

会年給へは等講’荏
局九与の当にじ指
長月等措該応ら摘施
通二改置施qれし韓
知十善替勃　なたに

羅餐i灘翻
く施類定所所につ指
運第　期者措はき導
霧≡疑罵擁嚇

とずてし査
o年も’
＿　こ’社
回法れ極会
実人が力福
施経実年祉
す営施一施

　施困回設る設難実に
さにな施対
っつ場すす
努い合るる
めてにこ指
るはあと導
こ必つと監

灸あの長月知
　る趣会tを
　カ1旨轟　も
　　に　十つ
　そつ全三て
　のい国日指
　概て係に示
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　に明会催る
　つし議さと
　いたにれと
　てとおたも
　説こい全に
　明ろて国’
　すでそ課三

　　あ指し　方道踏か防施確
は①灸導てな針府まら止設保
　　　監娃艇を県柔みの運す
　　　査　　策（　た観営る
　　　の次都定市平施点のた
　　　実の道し）成設並確め
　　　施点府たが元運び保鰻
　　　をに県も実年営に及
　　　期留（の施度上指び適
　　　待意市ですに等導不正
　　　すし）あるおの監祥か
　　　る実本る指い問査事つ
　　　も効庁。導て題のの健
　　　のあに　監’点結未全
　　　でる対　査都を果然な

号十施施止経置結　こ消改決力
社二設設又緯が果まζに善が具な

努計函体茜
め画難的
るのなに指
よ樹事行導
う立項い監
継をに’査
続図つ当の
的らい該指
に喉て年摘
指　虞度事
導そ　中項
すの年では
る解次解極

く摘を正幹しは　のにが県つ経　る
　事付’部”④実緊定とて営特こ
　項し改職こ各指施密期施曝施鰻とi
　のて善員れ施導にな的設　設

警欝蕪盤製灘藪確
震饗騰峯讐華慧
議罐羅灘嫉醜認誓

　認も果や該確た　同る指す査す
　す鰻はか施に場　時等定るにる
　る　期に設把合　監　都道当法
　こ指限是の渥に　査常市府た人

⑬

③
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